
令和 3年度 学校要覧

躊
‐
燿 ¬

「あいまつ・勝っぴょう・もくひょう」が自慢の塩Ill小学校
～校風「さわやかで素敵な塩IllJヽ学校 J～

位    i彗  凍:静蚤139・ 53′    Jヒ 1障 37・  35′ 海抜 177.6m

所 在 地  〒969-3512福 島県喜 多方市塩川町東栄町二丁 目 1番地 1

TEL(0241)27-2049   FAX(0241)28-0386

ホームヘ
゜
―シ

゛
:https://kた akata.fcs.edjp/塩 川小学校 E―mall:shiokawa― e@fcs.edjp

作
詞
　
佐
々
木
信
綱

作
曲
　
近
衛
　
秀
麿

空
に
そ
ば
だ
つ
磐
梯
の

嶺
に
た
ぐ
え
ん
わ
れ
ら
の
理
想

力
を
培
い
い
ざ
や
と
も
に

祖
国
日
本
を
新
た
に
興
さ
ん

わ
れ
ら
わ
れ
ら
の
塩
川
小
学
校

雪
を
い
た
だ
く
飯
豊
山

高
く
た
も
た
ん
わ
れ
ら
の
希
望

歌
声
あ
わ
せ
て
い
ざ
や
と
も
に

文
化
日
本
の
い
し
ず
え
築
か
ん

わ
れ
ら
わ
れ
ら
の
塩
川
小
学
校

流
れ
さ
や
け
き
日
橋
の

水
に
み
が
か
ん
わ
れ
ら
の
心

い
そ
し
み
は
げ
み
て
い
ざ
や
と
も
に

平
和
日
本
の
あ
け
ぼ
の
迎
え
ん

わ
れ
ら
わ
れ
ら
の
塩
川
小
学
校

福島県喜多方市立塩川小学校



I教育日標l 自分をみがき、人とのかかわりを大切にして、たくましく生き抜く児童を育成する。

し ぜす児童像l    O 思いやりのある子   ○ 本気で学ぶ子   ○ きたえる子

【基本方針】 児童一人一人が、それぞれの「夢」の実現に向け、「豊かな人間性 0社会性」「確かな学力 (知識・技能、lTt者力・判断力・表

現力、主体的に学ぶ態度)」「健康とたくましさ」をノヽランスよく身に付け、1薔来にわたつて自己実現を図るための選択肢を多く

もてるようにしていく。

【経営方針】 『信頼』を基盤とした教育の推進 (子どもとの信頼、家庭・ 地域との信頼、教職員間の信頼)

<キーワード>:「持ち味」と「支え合い」十やさしい言葉

‐   あllさつ。勝っぴょう。もくひょうが自慢の塩 III dl学 機    |
|        ～被風「さわやかで素敵む塩‖小学校」～        |

【会津教育事務所 推進プラン】

人間力に満ちた人材の育成 ～学びをつなぐ・育ちをつなぐ会津の教育～
○学力の向上  ○人間性 。社会性の育成  ○健康・安全な習慣づ<り
○地域と学校の連携・協働の推進  ○切れ日のない支援体制の整備

○信頼される学校づくり

指 導 の重 点 :よ い聞 き手 。話 し手 の育 成 「温 かい聴 き有 」「優 しい話 し方 」 (よ い日・よい耳 。よい1ふ 。よい口 )

く 学 び づ く ι]・ 共 育 >

■主体的、対話的で深い学びの授業づくり
○ 塩川小授業スタンダードの共通実践
。「書<→話す→

話し合う」活動
の位置づけ

。対話的な学習
(目 的を明確

にしたペア・グ
ループ・一斉学
習)と、まとめ
振り返り (メタ
認知の育成)の充実

○ レディネスを揃え、積み残しを作らない学
習活動と人的資源の活用 。充実

○ 重点単元での下T指導、習熟度学習

■生徒指導の3つの機能を生かす授業づ<り
■ ICTを活用した情報活用能力の育成

■自学 。自習力を育成する家庭学習等の充実

○ 家庭学習スタンタードの保護者との共通実践

〇 個に応じた宿題や自主学習の取組

■読解力を高める読書活動の充実 (読み解<力 )

○ 学校司書と協働した読書センター・学習セ

ンター・情報センターの機能発揮
■一人一人の学ぶ意欲を高める特別支援教育
の充実

○ 個別の教育支援計画に基づいた指導

考えを広め深める「対話学習」

<体 づ く ιヨ・ 強 育 >

■意欲向上と達成感。充実感を味わう場の工夫

〇 目標 を持 つ

てやり遂げる

経験の充実
。マラソン・鉄

棒・縄跳び (進

級式)

○ 楽しみなが

ら、体力づ<りに取り組める環境づくり

■自律と自立をめざす生活習慣の育成

○ 早寝 。早起き 。朝ご飯・朝うんち

○「オフスクリーン喜多方つ子運動」(市 )

〇「塩川ルール」の周知・徹底 幅||1地区PTA)

■日常的な体力づくりの推進

○ 体力向上推進計画に基づく実践 (筋力、柔

軟性、投感覚の向上)

○ 運動身体づ<リプログラムの継続

■体の土台をつくる食育 0保健活動の推進

○ 中学校区学校保健委員会の取組

〇 学校給食の工夫

■危険予測・ 回避能力の育成

○ 実態に応じた実際的な安全指導

○ 保護者・ PTAと連携した具体的な実践

<心 づ く ι]・ 響 育 >

■教育力を持つた学級集団づ<り
○ 学級力を可視イじした自治的な集団づく

り(「 スマイル
タイム」(学級
活動)の実践)

〇 規律ある学
校生活づくり

。「はい」という
返事

。よい姿勢 (立

1要 )
。はきものそろえ

■プライド教育と育てる生徒指導の充実
○ 自己肯定感と反達肯定感を高める「な

かた<タイム」の実施
○ 人間関係をつくる 。反達とかかわるス

キルの育成 (SS丁 によるスキルと共感
能力の育成)

■豊かな心と社会化促進の道徳教育の推進
【重点指導項目】
「規則の尊重」「1固

1性伸長」「親切・思いやり」
○ 考え、議論し、自己の生き方についての

考えを深める道徳授業の充実
■「子育ちの文化」を育む体験活動の充実
○ 縦割り活動、異学年交流活動の充実
○ 思者・感情・行動に視点を当てた振り

返りの充実 (どう考えたか。どんな気持
ちになつたか。どう行動すれば?)

学級力を高める「スマイルタイム」

<ふ る こ こ づ く ιヨ・ 郷 育 >

◆ 活力とうるおいに満ちた、さわやかな校風
◆ 安全・安心に過ごせる学校
◆ 子どもの確かな学びと育ちを保証する学校
◆ 保護者 。地域が一体となつて子どもを育てる学校

◆ きびしくやさしい教師 (情熱)

◆ 自己目標をもち、常に研修に励む教師 (専門性)

◆ 児童・保護者・地域から信頼される教師 (豊かな人間性)

育成 チベき資質 ″能力

O生きて働く知識。技能の習得
O思者力・判断力・表現力 (活用力)

O学びに向かう力。人間性

○ 勉強がわかるようになりたい。
Oみんなと仲良<、 楽しく過ごしたい。
Oた <ま しい体をつ<りたい。

O ITtい やりのある子ども

Oた くましい心と体をもった子ども

O確 かな学力を身に付けた子ども

【喜多方市教育委員会】
<資質・能力の育成> ・良さを認め合う態度 ・夢や目標を持つて取り組碗 度
・ 話 し合い、協力してより良いものを目指す態度  ・ より良い人FB5関 係を構築する力

・ 学力向上対策推進  ・ 授業等を通して得た矢D識 を活用 し主体的に課題解決に取り組むカ

・ 心身の健康と体力、運動能力の向上

●「喜多方の 3つの共通実践」(学力向上、自己肯定感、地域と共に歩む学校)

令和3(2021)年度 喜多方市立塩川小学校経営 0運営ビジョン



【PTA役 員事務局】

会 長 穴澤 英明

副会長 鈴木 栄一、斎藤 真、讃岐 吉隆(教頭)

幹 事 渡部 幸治、鈴木 洋子(学校)

会 計 加藤 貴之、相良さつき(学校)

監 事 佐藤 ―水、三星あずさ、伊藤 大(学校)

顧 間 湯田 員佐利(校長)、 津田 健二 (前 PTA会長)

【児童数・学級数】 令和 3年 4月 5日 雅

【学校医・薬剤師】

内 科:武田 佑子・武田 仁   耳鼻科:福田 正弘  眼科:伊藤 陽一

歯 科:齋藤 稽治・松崎賢太郎  薬剤師:吉田 朋希
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21

24

518:

2  2:

民家を借りて小学校開設、塩川小学校と称す(児童数116人 )

塩川町あみだ寺に校舎移転

現在地 (代 官屋敷跡)に校舎移転

塩川高等小学校を塩川高等尋常小学校と改称

塩川尋常高等小学校と改称 (磐梯、耶 麻、堂島、駒

形、勝常、笈川、河沼、堂 島、日橋より高等小学生通学)

校舎改築

本校舎増築 (20坪 )

運動場改築

塩川町、姥堂村組合町村を解除し塩川尋常高等小学

校を創立

講堂新築

塩川国民学校と改称

塩川町立塩川小学校と改称

校舎新築

三橋、上江、上窪、下窪、別府、上遠日、下遠田編入

プール竣エ

屋内運動場竣エ

校舎全面改築起工式

校舎改築落成 (鉄筋四階建)

校旗新調

給食室改築落成

同窓会結成

校舎落成式典

体育館屋根全面葺き替え完成

よい歯の学校表彰『特別優秀校』受賞

学校給食研究『文部大臣賞』受賞

特別支援学級開設

30人学級教室増設工事

パソコンインターネット接続

文科省学力向上フロンティア事業指定 15'16年 度)

福島県学校歯科保健優良校受賞

プール再塗装工事完了

文科省学力向上フロンシアスクール事業研究発表会

市町村合併に伴い校名を「福島県喜多方市立塩川

小学校」と改称

30人学級により14学級編成

文科省「学校教材整備の仕組の構築」事業指定

県教育委員会「夢をはぐくむいのち生きいきプロジェ

クト事業」協力指定校

太陽光発電パネル設置

放射線モニタリングポスト設置

体育館耐震化工事完了

校庭南側樹木伐採、植樹

FF式暖房器具、大型石油タンク設置

特別支援情緒学級「かがやき」開設

教室増設工事(2階プレイホールを、教室2室 に改造)

エアコン設置 (普通教室、特別教室等 )

教室増設(1階 和室・スタジオを特別支援教室に)予 定
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職・担当 氏 名 職・担当 氏 名

校  長 湯田 員佐利 専科才旨導 鈴木 剛

教  頭 讃岐 吉隆 専科指導 石山 夏帆

教  務 鈴木 洋子 養護教諭 佐藤 禾口枝

1年 1組 岩澤 菜穂子 主  査 相良 さつき

¬年2組 木須 菜緒 主任栄養技師 塚本 明子

1年3組 涸□ll 恵美子 スク→レサポートス

"フ

渡部 陽子

2年 1組 古山 孝子 初任研後補充 加藤 志保里

2年2組 尾形 遥香 事 務 補 山中 沙織

3年 1組 矢澤 i間子 議 離 員 伊関 めぐみ

3年2組 星  税 議 端 員 佐藤 明日香

3年3組 目黒 稚子 用 務 員 鈴木 伸一

4年 1組 ′l淋  鶴 用 務 員 板鼻 正栄

4年2組 柳沼 勇輝 A L 丁 アーサー・アルシケン

4年3組 宗形 武志 スクー′励ウンセラー 小林 圭子

5年1組 皆川 学 学校司書 井上 恵梨子

5年2組 上野 瑠美 調 理 員 吉田 美恵

6年1組 伊藤 大 調 理 員 齋藤 幸恵

6年2組 須田 義人 調 理 員 佐藤 かな恵

なかよし学級 長嶺 牧子 調 理 員 五十嵐 陽子

かがやき学級 土屋 真理 調 理 員 手代木 史寿子

【年間授業日数】
朝

学年
1朝 2寺尋規 3弓判規 計

全学年 72 83 49 204

学年 組 男 女 計 合計 斡 組 男 女 計 合計

¬
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日 課 表
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ボイラー室 キュピ勿レ国
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年間行事予定

4月 着任式・1学期始業式 ,入学式、避難訓練①、交通

安全教室、ふくしま学力調査 (4～ 6年 )、 授業参観・

PTA総会、みんなで遊ぼう集会

5月 知能検査 (2・ 4・ 6年 )、 運動会、家庭訪問口自宅確

認 (～ 6月 )、 6年全国学力・学習状況調査

6月 体カテスト、避難訓練② (防犯教室 )、 鑑賞教室

1・ 2年遠足

7月 授業参観・懇談会、1学期終業式

8月 PTA奉仕作業 (3・ 5年 )、 2学期始業式、避難訓練③

9月 祖父母参観、6年陸上大会、5年宿泊学習、みんな

で遊ばう集会、就学時健診

0月 6年修学旅行、マラソン記録会、教育相談

1月 キラリ塩小デー、個別懇談、PttA奉 仕作業 (2・ 4年 )

2月 授業参観、2学期終業式、総合学力調査

1月  3学期始業式、5・ 6年スキー教室

2月  3・ 4年スキー教室、新入学児童体験入学、新入学

児童保護者説明会、授業参観“全体会・懇談会

0月 6年生を送る会、6年バイキング給食、修了式、卒

業式
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AロキFlの
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8:35

9120
9:25

0110

10:25
10:30

11:15
11120

12:05

12:5

13135

13:50

14:00

14:45

15:00

15:45

16100

16:45
職員退勤

5 校  時

く児童帰宅時亥1,
4月 ～ 10月  17:00■ で帰宅

ll月 ヽ 3月  16:30ま で帰宅


